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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷凍サイクルを構成する貯液器（３６）の内部に配置される統合弁装置（６）であって
、
　前記貯液器からコンプレッサ（３１）に流れる冷媒を通すコンプレッサ行き流路が形成
されてなる弁本体（７）と、
　前記コンプレッサ行き流路を流れる冷媒の流量を調整する弁体（６３２）及び弁座（６
３１）を有するコンプレッサ行き弁（６３）と、を備え、
　前記弁本体は、前記統合弁装置が前記貯液器の内部に配置される場合に、最も奥まで挿
入される挿入端部（９０）を有し、
　前記コンプレッサ行き流路の入口（７４）は前記挿入端部に形成されており、
　前記弁本体には、前記貯液器よりも上流側に配置された第１熱交換器（３４）に前記コ
ンプレッサから流れる冷媒を通す第１流路と、前記貯液器よりも下流側に配置された第２
熱交換器（３５）から膨張弁（３７）に流れる冷媒を通す第２流路と、前記コンプレッサ
行き流路としての第３流路と、が形成されており、
　前記第１流路を流れる冷媒の流量を調整する第１弁体（６２２）及び第１弁座（６２１
）を有する第１弁（６２）と、
　前記第２流路を流れる冷媒の流量を調整する第２弁体（６４２）及び第２弁座（６４１
）を有する第２弁（６４）と、
　前記第３流路を流れる冷媒の流量を調整する第３弁体（６３２）及び第３弁座（６３１
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）を有し前記コンプレッサ行き弁として機能する第３弁（６３）と、が設けられている、
統合弁装置。
【請求項２】
　前記コンプレッサ行き弁は、前記弁体が前記コンプレッサ行き流路の入口に近づくこと
で閉弁し、前記弁体が前記コンプレッサ行き流路の入口から遠ざかることで開弁するよう
に構成されている、請求項１記載の統合弁装置。
【請求項３】
　前記弁本体には、前記第２熱交換器から前記コンプレッサに流れる冷媒を通す第４流路
が形成されており、
　前記第４流路を流れる冷媒の流量は、前記第２弁によって調整される、請求項１記載の
統合弁装置。
【請求項４】
　前記第２弁は、前記第２弁体を挟んで前記第２弁座とは反対側に設けられてなる第４弁
座（６４３）を有しており、
　前記第２弁体が前記第４弁座に当接すると、前記第２熱交換器から流入する冷媒が前記
膨張弁に向けて流れ、前記第２弁体が前記第２弁座に当接すると前記第２熱交換器から流
入する冷媒が前記コンプレッサに向けて流れる、請求項３記載の統合弁装置。
【請求項５】
　前記第１弁体、前記第２弁体、及び前記第３弁体は、前記弁本体内に挿入されるロッド
（６６）によって駆動されるものであって、
　前記ロッドを進退自在に駆動するアクチュエータ（６５）が、前記挿入端部とは反対側
の露出端部（９１）において前記弁本体に隣接するように設けられている、請求項４記載
の統合弁装置。
【請求項６】
　前記第３弁体を前記第３弁座から離隔する方向に付勢する付勢部材（６３３）が設けら
れており、
　前記第３弁体は、前記付勢部材の付勢力に対抗して前記ロッドによって前記第３弁座側
に押されることで前記第３弁座と当接するように構成されている、請求項５記載の統合弁
装置。
【請求項７】
　前記ロッドは、前記第３弁体を前記第３弁座側に押すように駆動されると、前記第２弁
体を前記第４弁座側に移動させ、
　この移動によって、前記第２熱交換器から前記膨張弁に向かって冷媒が流れ、前記第２
弁体を前記第４弁座に向かわせる差圧が発生する、請求項６記載の統合弁装置。
【請求項８】
　前記ロッドは、前記第１弁体を前記第１弁座側に移動させるように駆動されると、前記
第２弁体を前記第２弁座側に移動させ、
　この移動によって、前記第２流路よりも前記第４流路の断面積が十分広くなる、請求項
６記載の統合弁装置。
【請求項９】
　前記第２弁体が前記第２弁座側に移動した場合に、前記第２弁体が前記第４弁座に当接
した場合よりも、前記第２弁体を挟んだ圧力差が小さい、請求項８記載の統合弁装置。
【請求項１０】
　前記弁本体の外周には、前記挿入端部側から前記挿入端部とは反対側の露出端部に向け
て、前記貯液器内側との気密性を確保するためのシール部材（７０６，７０７，７０８，
７０９，７１０）が複数配置されており、
　複数の前記シール部材は、少なくとも、前記第１流路の流入口（７１）及び流出口（７
６）を挟んで一対、前記第２流路の流入口（７５）及び流出口（７２）を挟んで一対、そ
れぞれ設けられている、請求項１記載の統合弁装置。
【請求項１１】
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　前記弁本体の外周には、前記挿入端部から前記露出端部に向けて互いに段差のある段差
面（７ａ，７ｂ，７ｃ，７ｄ，７ｅ）が複数設けられており、複数の前記シール部材は互
いに異なる前記段差面に配置されている、請求項１０記載の統合弁装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷凍サイクルを構成する貯液器の内部に配置される統合弁装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　冷凍サイクル装置の一例として、下記特許文献１に記載のものが知られている。下記特
許文献１に記載された冷凍サイクル装置は、冷媒が流通する冷房用の経路と暖房用の経路
とを切り替えることができる。具体的には、下記特許文献１記載の冷凍サイクル装置は、
室外に設置され一体的に構成された凝縮用熱交換部、過冷却用熱交換部、及び受液部を有
している。この冷凍サイクル装置は、冷媒の流通経路を切り替えるために多数の制御バル
ブを有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２３６４０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記したような多数の制御バルブを設けると、配置スペースを広く確保する必要がある
。配置スペースに制限がある場合には、上記したような多数の制御バルブを設けることは
困難である。特に自動車といった移動体に冷凍サイクルを搭載する場合、配置スペースの
制限はより厳しいものとなる。
【０００５】
　本発明はこのような課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、配置スペースに制
限がある場合であっても設置可能な統合弁装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係る統合弁装置は、冷凍サイクルを構成する貯液
器（３６）の内部に配置される統合弁装置（６）であって、前記貯液器からコンプレッサ
（３１）に流れる冷媒を通すコンプレッサ行き流路が形成されてなる弁本体（７）と、前
記コンプレッサ行き流路を流れる冷媒の流量を調整する弁体（６３２）及び弁座（６３１
）を有するコンプレッサ行き弁（６３）と、を備える。前記弁本体は、前記統合弁装置が
前記貯液器の内部に配置される場合に、最も奥まで挿入される挿入端部（９０）を有し、
前記コンプレッサ行き流路の入口（７４）は前記挿入端部に形成されており、前記弁本体
には、前記貯液器よりも上流側に配置された第１熱交換器（３４）に前記コンプレッサか
ら流れる冷媒を通す第１流路と、前記貯液器よりも下流側に配置された第２熱交換器（３
５）から膨張弁（３７）に流れる冷媒を通す第２流路と、前記コンプレッサ行き流路とし
ての第３流路と、が形成されており、前記第１流路を流れる冷媒の流量を調整する第１弁
体（６２２）及び第１弁座（６２１）を有する第１弁（６２）と、前記第２流路を流れる
冷媒の流量を調整する第２弁体（６４２）及び第２弁座（６４１）を有する第２弁（６４
）と、前記第３流路を流れる冷媒の流量を調整する第３弁体（６３２）及び第３弁座（６
３１）を有し前記コンプレッサ行き弁として機能する第３弁（６３）と、が設けられてい
る。
【０００７】
　コンプレッサ行き流路の入口を挿入端部に形成することで、貯液器から流入する冷媒の
圧損を少なくすることができ、冷媒の流出口に向けて円滑に冷媒を流すことができる。こ
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のように、貯液器の内部に統合弁装置を配置しても冷媒の流れの円滑性を確保することが
できるので、耐蝕性や水被りからの保護といった機能は貯液器側で確保することができ、
より狭いスペースに統合弁装置を配置することができる。
【０００８】
　尚、「課題を解決するための手段」及び「特許請求の範囲」に記載した括弧内の符号は
、後述する「発明を実施するための形態」との対応関係を示すものであって、「課題を解
決するための手段」及び「特許請求の範囲」に記載の発明が、後述する「発明を実施する
ための形態」に限定されることを示すものではない。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、配置スペースに制限がある場合であっても設置可能な統合弁装置を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る統合弁装置が適用される冷凍サイクルの一例を
説明するための図である。
【図２】図２は、図１に示される冷凍サイクルを冷房運転した場合について説明するため
の図である。
【図３】図３は、図１に示される冷凍サイクルを暖房運転した場合について説明するため
の図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態に係る統合弁装置の断面図である。
【図５】図５は、図４に示される統合弁装置の冷房運転時の挙動を説明するための図であ
る。
【図６】図６は、図４に示される統合弁装置の暖房運転時の挙動を説明するための図であ
る。
【図７】図７は、本発明の実施形態に係る統合弁装置を貯液器内部に配置する態様につい
て説明するための図である。
【図８】図８は、本発明の実施形態に係る統合弁装置の変形例を説明するための図である
。
【図９】図９は、本発明の実施形態に係る統合弁装置の変形例を説明するための図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、添付図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。説明の理解を容易
にするため、各図面において同一の構成要素に対しては可能な限り同一の符号を付して、
重複する説明は省略する。
【００１２】
　図１に示されるように、本発明の実施形態に係る統合弁装置６は、車両に搭載され車室
内の空調を行う車両用空調装置２に用いられる。車両用空調装置２は、冷凍サイクル装置
３と、水サイクル装置４と、空調ユニット５と、を備えている。空調ユニット５は、車室
内に温風を吹き出したり、冷風を吹き出したりするためのユニットである。冷凍サイクル
装置３及び水サイクル装置４は、空調ユニット５から吹き出される空気の温度を調整する
ためのヒートポンプユニットとして構成されている。
【００１３】
　最初に、冷凍サイクル装置３及び統合弁装置６について説明する。冷凍サイクル装置３
は、冷媒流路３０と、コンプレッサ３１と、コンデンサ３２と、第１熱交換器３４と、第
２熱交換器３５と、貯液器３６と、膨張弁３７と、エバポレータ３８と、統合弁装置６と
、を備えている。統合弁装置６は、固定絞り６１と、第１弁６２と、第２弁６４と、第３
弁６３と、を備えている。水サイクル装置４は、水流路４０と、ウォータポンプ４１と、
水側熱交換器４２と、ヒータコア４３と、を備えている。空調ユニット５は、ケーシング
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５１と、エアミックスドア５２と、送風ファン５３と、内外気切替ドア５４と、を備えて
いる。
【００１４】
　冷媒流路３０は、コンプレッサ３１と、コンデンサ３２と、第１熱交換器３４と、第２
熱交換器３５と、貯液器３６と、膨張弁３７と、エバポレータ３８と、を繋ぎ、内部に冷
媒を通す流路である。冷媒としては、例えばＨＦＣ系冷媒やＨＦＯ系冷媒を用いることが
できる。冷媒には、コンプレッサ３１を潤滑するためのオイルが混入されている。
【００１５】
　コンプレッサ３１は、電動式圧縮機であって、吸入口３１１と吐出口３１２とを有する
。コンプレッサ３１は、吸入口３１１から冷媒を吸入して圧縮する。コンプレッサ３１は
、圧縮されることにより過熱状態となった冷媒を吐出口３１２から吐出する。吐出口３１
２から吐出された冷媒は、コンデンサ３２に流れる。
【００１６】
　コンデンサ３２は、周知の熱交換器であって、流入口３２１と流出口３２２とを有する
。コンデンサ３２は、水側熱交換器４２と熱交換するように構成されている。コンデンサ
３２と水側熱交換器４２とは、互いに熱交換可能なように構成されているので、水－冷媒
熱交換器を構成している。コンプレッサ３１から吐出された高温高圧の冷媒は、流入口３
２１からコンデンサ３２内に流入する。流入した冷媒は、水側熱交換器４２を流れる水と
の間で熱交換し、温度が下がった状態で流出口３２２から流出する。流出口３２２から流
出した冷媒は、統合弁装置６を構成する固定絞り６１及び第１弁６２に流れ込む。
【００１７】
　第１弁６２が閉じられていると、冷媒は固定絞り６１を通って減圧され、低圧の冷媒と
なって第１熱交換器３４に流れ込む。一方、第１弁６２が開かれていると、冷媒は減圧さ
れずに高圧の冷媒として第１熱交換器３４に流れ込む。
【００１８】
　第１熱交換器３４は、車室外に配置される室外熱交換器であって、外気との間で熱交換
するように構成されている。第１熱交換器３４に流れ込んだ冷媒は、外気との間で熱交換
して貯液器３６に流れ込む。
【００１９】
　貯液器３６は、気相冷媒と液相冷媒とを分離し、液相冷媒を貯めるものである。分離さ
れた気相冷媒は、第３弁６３に流れ込む。第３弁６３に流れ込んだ気相冷媒は、第３弁６
３が開かれているとコンプレッサ３１に向かって流れる。一方、分離された液相冷媒は、
貯液器３６内に溜められると共に、第２熱交換器３５に流出する。
【００２０】
　第２熱交換器３５は、車室外に配置される室外熱交換器であって、外気との間で熱交換
するように構成されている。第２熱交換器３５は、流入する液相冷媒と外気との間で熱交
換することにより、第１熱交換器３４との協働によって冷媒の熱交換効率を更に高めるも
のである。第２熱交換器３５から流出した冷媒は、第２弁６４に流れ込む。
【００２１】
　第２弁６４は、流入した冷媒をコンプレッサ３１側か膨張弁３７側かに向けて選択的に
流す三方弁として構成されている。膨張弁３７は、流入した冷媒を減圧して吐出する。膨
張弁３７から吐出された冷媒は、エバポレータ３８に向かって流れる。膨張弁３７は、エ
バポレータ３８から吐出される冷媒の過熱度が所定範囲内となるように、エバポレータ３
８に流入する冷媒を減圧膨張させる温度感応型の機械式膨張弁である。
【００２２】
　エバポレータ３８は、流入口３８１と流出口３８２とを有する。エバポレータ３８に向
かって流れる冷媒は、流入口３８１からエバポレータ３８内に流入する。エバポレータ３
８は、ケーシング５１内に配置されているので、ケーシング５１内を流れる空気と熱交換
する。エバポレータ３８内を流れる冷媒は、ケーシング５１内を流れる空気と熱交換して
流出口３８２からコンプレッサ３１に向けて流出する。
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【００２３】
　続いて、水サイクル装置４について説明する。水流路４０は、ウォータポンプ４１と、
水側熱交換器４２と、ヒータコア４３と、を繋ぎ、内部に水を通す流路である。ウォータ
ポンプ４１は、吸入口４１１と吐出口４１２とを有する。ウォータポンプ４１は、吸入口
４１１から水を吸入し、吐出口４１２から吐出する。ウォータポンプ４１を駆動すること
で、水流路４０に水の流れを形成することができる。
【００２４】
　ウォータポンプ４１の駆動により吐出口４１２から吐出された水は、水側熱交換器４２
に向かって流れる。水側熱交換器４２は、上記したようにコンデンサ３２ととともに水－
冷媒熱交換器を構成している。水側熱交換器４２は、流入口４２１と流出口４２２とを有
している。流入口４２１から水側熱交換器４２の内部に流れこんだ水は、コンデンサ３２
を流れる冷媒と熱交換し、流出口４２２から流出する。コンデンサ３２を流れる冷媒は、
高温高圧の冷媒なので、水側熱交換器４２を流れる水は加温されてヒータコア４３に向か
って流れる。
【００２５】
　ヒータコア４３は、空調ユニット５のケーシング５１内に配置されている。ヒータコア
４３は、ケーシング５１内を流れる空気と熱交換するためのものである。ヒータコア４３
は、流入口４３１と流出口４３２とを有している。流入口４３１には、水側熱交換器４２
を通って加温された水が流入する。ヒータコア４３に流入した水は、ケーシング５１内を
流れる空気と熱交換する。ヒータコア４３内を流れた水は、温度が降下して流出口４３２
からウォータポンプ４１に向かって流れ出る。
【００２６】
　続いて、空調ユニット５について説明する。ケーシング５１は、車室内に流れる空調風
を流す流路を形成し、その内部に上流側から、内外気切替ドア５４と、送風ファン５３と
、エバポレータ３８と、エアミックスドア５２と、ヒータコア４３と、が配置されている
。
【００２７】
　内外気切替ドア５４は、ケーシング５１内を流れる空気を車室外から取り入れるか、車
室内を循環させるかを切り替えるドアである。送風ファン５３は、ケーシング５１内に空
気流を形成し、車室内に空調風を送り出すためのものである。エアミックスドア５２は、
ケーシング５１内を流れる空気が、ヒータコア４３を通るか否かを切り替えるためのドア
である。
【００２８】
　車両用空調装置２は、統合弁装置６の各弁を開閉して冷凍サイクル装置３を流れる冷媒
を調整し、ウォータポンプ４１を駆動して水サイクル装置４を流れる水を調整し、送風フ
ァン５３を駆動して空調ユニット５を流れる空気を調整することで、車室内を冷暖房する
装置である。
【００２９】
　図２を参照しながら、車両用空調装置２が冷房運転する場合の動作について説明する。
図２においては、冷媒の流れをＦＬｃで示している。冷房運転時においては、ウォータポ
ンプ４１は駆動されないので、水サイクル装置４内には水の流れが発生しない。従って、
コンプレッサ３１から吐出される高温高圧の気相冷媒は、そのまま統合弁装置６に向かっ
て流れる。冷房運転時において、第１弁６２は、開かれた状態となっている。従って、コ
ンデンサ３２から流れ込む冷媒は、減圧されずにそのまま第１熱交換器３４に向かって流
れる。
【００３０】
　第１熱交換器３４に流れ込む高温高圧の気相冷媒は、外気との間で熱交換して温度が低
下し、冷却されて気液二相の冷媒となって貯液器３６に流出する。貯液器３６は、冷房運
転の場合には主として液相冷媒を流出させるレシーバとして機能している。第３弁６３は
閉じられているので、貯液器３６からは液相冷媒が第２熱交換器３５に流出する。



(7) JP 6553539 B2 2019.7.31

10

20

30

40

50

【００３１】
　冷房運転時において、第２熱交換器３５は過冷却器として機能する。第２熱交換器３５
に流入した冷媒は、外気との熱交換により更に冷却される。冷房運転時においては、冷凍
サイクル装置３の凝縮器としての機能は第１熱交換器３４及び第２熱交換器３５が果たし
ている。
【００３２】
　第２熱交換器３５から流出した液相冷媒は、第２弁６４に流れ込む。冷房運転時におい
て第２弁６４は、流入する冷媒を膨張弁３７に向かってのみ流すように切り替えられてい
る。膨張弁３７によって減圧された冷媒は、エバポレータ３８に流れ込む。
【００３３】
　冷房運転時においては、送風ファン５３が駆動され、エアミックスドア５２はヒータコ
ア４３側を塞ぐように位置している。従って、ケーシング５１内を流れる空気は、エバポ
レータ３８において低温の冷媒と熱交換し冷却される。冷却された空気は、ケーシング５
１内を流れて車室内に供給される。
【００３４】
　図３を参照しながら、車両用空調装置２が暖房運転する場合の動作について説明する。
図３においては、冷媒の流れをＦＬｈで示している。暖房運転時においては、ウォータポ
ンプ４１が駆動されるので、水サイクル装置４内には水の流れが発生する。従って、コン
プレッサ３１から吐出される高温高圧の気相冷媒は、コンデンサ３２において水側熱交換
器４２内を流れる水と熱交換し冷却され、統合弁装置６に向かって流れる。暖房運転時に
おいて、第１弁６２は、閉じられた状態となっている。従って、コンデンサ３２から流れ
込む冷媒は、減圧されて第１熱交換器３４に向かって流れる。
【００３５】
　第１熱交換器３４に流れ込む低圧の気液二相冷媒は、外気との間で熱交換して蒸発し、
貯液器３６に流出する。貯液器３６は、暖房運転の場合は主として気相冷媒を流出させる
アキュムレータとして機能している。第３弁６３は開かれているので、気相冷媒がコンプ
レッサ３１に向けて流出する。
【００３６】
　貯液器３６においては、流入した冷媒を気液分離し、液相冷媒を貯めている。液相冷媒
は第２熱交換器３５側に流出する。第２弁６４は、吸入口３１１に向かう流路を開いてい
るので、液相冷媒とオイルは徐々にコンプレッサ３１に戻る。
【００３７】
　暖房運転時においては、送風ファン５３が駆動され、エアミックスドア５２はヒータコ
ア４３側を開くように位置している。従って、ケーシング５１内を流れる空気は、ヒータ
コア４３において高温の水と熱交換し加温される。加温された空気は、ケーシング５１内
を流れて車室内に供給される。
【００３８】
　本実施形態の統合弁装置６は、固定絞り６１、第１弁６２、第２弁６４、及び第３弁６
３を一体のものとして形成すると共に、貯液器３６の内部に収容することができるように
構成されている。図４を参照しながら、統合弁装置６について説明する。
【００３９】
　統合弁装置６は、弁本体７と、固定絞り６１と、第１弁６２と、第２弁６４と、第３弁
６３と、アクチュエータ６５と、ロッド６６と、を備えている。弁本体７には、第１流入
口７１と、第１流出口７６と、第２流入口７５と、第２流出口７２と、第３流入口７４と
、第３流出口７３と、が設けられている。弁本体７は、挿入端部９０と露出端部９１とを
有する。挿入端部９０は、貯液器３６に統合弁装置６を挿入する際に、最も奥まで入り込
む部分である。露出端部９１は、挿入端部９０とは反対側に設けられている端部であり、
貯液器３６に統合弁装置６を挿入する際に、貯液器３６の外側に露出する端部である。
【００４０】
　露出端部９１には、アクチュエータ６５が設けられている。アクチュエータ６５は、ロ
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ッド６６を進退自在に駆動するための機構部である。アクチュエータ６５はステッピング
モータを含み、ステッピングモータの回転によってギア機構部を駆動し、ロッド６６を進
退自在に駆動する。
【００４１】
　ロッド６６は、第１弁６２、第２弁６４、及び第３弁６３を駆動するためのものである
。ロッド６６は、大径部６６１と小径部６６２とを有している。大径部６６１と小径部６
６２との段差部分には、係合段差６６３が設けられている。
【００４２】
　第１弁６２は、ロッド６６の小径部６６２が貫通している。第１弁６２は、係合段差６
６３と係合輪６６４との間に挟まれて保持されているので、ロッド６６の進退に応じて開
閉するように構成されている。第１弁６２は、第１弁体６２２と、第１弁座６２１とを有
している。ロッド６６が図中ｚ軸負方向に駆動されると、第１弁体６２２は第１弁座６２
１から離れる。一方、ロッド６６が図中ｚ軸正方向に駆動されると、第１弁体６２２は第
１弁座６２１に近づき当接する。
【００４３】
　第２弁６４は、小径部６６２が貫通している。第２弁６４は、係合輪６６５と係合輪６
６６とに挟まれて小径部６６２に固定されている。第２弁６４の固定は、多少の緩みが発
生するように、係合輪６６５と係合輪６６６との間に余裕を持たせている。第２弁６４は
、第２弁体６４２と、第２弁座６４１と、第４弁座６４３と、を有している。ロッド６６
が図中ｚ軸負方向に駆動されると、第２弁体６４２は第２弁座６４１から離れ、第４弁座
６４３に近づき当接する。一方、ロッド６６が図中ｚ軸正方向に駆動されると、第２弁体
６４２は第４弁座６４３から離れ、第２弁座６４１に近づき当接する。
【００４４】
　第３弁６３は、第３弁体６３２と、第３弁座６３１と、付勢部材であるコイルスプリン
グ６３３と、を有している。第３弁体６３２には、小径部６６２の先端部分が差し込まれ
ている。ロッド６６が図中ｚ軸負方向に駆動されると、第３弁体６３２はロッド６６によ
って図中下方に押し下げられ、第３弁座６３１に近づき当接する。ロッド６６が図中ｚ軸
正方向に駆動されると、第３弁体６３２はコイルスプリング６３３の復元力によって押し
上げられる。
【００４５】
　第１流入口７１には、コンデンサ３２を通った高圧の冷媒が流入する。第１流入口７１
に流入した高圧の冷媒は、第１室７７に流入する。第１室７７に続く第２室７８へ繋がる
流路を閉止できるように、第１弁６２が設けられている。
【００４６】
　第１弁６２は、第１弁体６２２と、第１弁座６２１とを有している。第１弁体６２２に
は固定絞り６１が設けられている。固定絞り６１は、第１弁体６２２の第１弁座６２１に
臨む当接面から反対側の面まで貫通するように設けられた貫通穴によって形成されている
。
【００４７】
　第１弁体６２２が第１弁座６２１と当接していない開放状態の場合、第１室７７に流入
した高圧の冷媒は高圧のまま第２室７８に流れ込む。第１弁体６２２が第１弁座６２１と
当接している閉止状態の場合、第１室７７に流入した高圧の冷媒は固定絞り６１を通って
低圧状態となって第２室７８に流れ込む。第２室７８に流れ込んだ冷媒は、第１流出口７
６から第１熱交換器３４に向けて流れ出る。
【００４８】
　第２流入口７５には、第２熱交換器３５を通った冷媒が流入する。第１弁６２が閉止状
態で冷媒が固定絞り６１を通る場合には、第２流入口７５には低圧の冷媒が流入する。第
１弁６２が開放状態の場合には、第２流入口７５には高圧の冷媒が流入する。第２流入口
７５に流入した冷媒は、第３室８０に流入する。第３室８０に続く第４室７９に繋がる流
路を閉止できるように、第２弁６４が設けられている。第２弁６４は、第３室８０に続く
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第５室８１に繋がる流路も閉止できるように構成されている。
【００４９】
　第２弁体６４２が第２弁座６４１と当接せず、第２弁体６４２が第４弁座６４３と当接
している場合、第３室８０と第４室７９とを繋ぐ流路が開放され、第３室８０と第５室８
１とを繋ぐ流路が閉止される。第２流入口７５に流れ込んだ冷媒は、第３室８０から第４
室７９に向かって流れ、第２流出口７２から膨張弁３７に向けて流れ出る。このように、
第２流入口７５に流れ込んだ冷媒が第２流出口７２から膨張弁３７に向けて流れ出る場合
は、第２流入口７５に流れ込む冷媒が高圧冷媒の場合である。
【００５０】
　第２弁体６４２が第２弁座６４１と当接し、第２弁体６４２が第４弁座６４３と当接し
ていない場合、第３室８０と第４室７９とを繋ぐ流路が閉止され、第３室８０と第５室８
１とを繋ぐ流路が開放される。第２流入口７５に流れ込んだ冷媒は、第３室８０から第５
室８１に向かって流れ、第６室８２を経由して第３流出口７３からコンプレッサ３１に向
けて流れ出る。このように、第２流入口７５に流れ込んだ冷媒が第３流出口７３からコン
プレッサ３１に向けて流れ出る場合は、第２流入口７５に流れ込む冷媒が低圧冷媒の場合
である。
【００５１】
　第３流入口７４は、挿入端部９０に設けられ、図中ｚ軸正方向に流路が延びるように設
けられている。第３流入口７４には、貯液器３６を通った冷媒が流入する。第１弁６２が
閉止状態で冷媒が固定絞り６１を通る場合には、第３流入口７４には低圧の冷媒が流入す
る。第１弁６２が開放状態の場合には、第３流入口７４には高圧の冷媒が流入する。第３
流入口７４に流入した冷媒は、第６室８２に流入する。第６室８２に繋がる流路を閉止で
きるように、第３弁６３が設けられている。
【００５２】
　第３弁体６３２が第３弁座６３１と当接していない場合、第６室８２繋がる流路が開放
される。第３弁体６３２は、閉止部６３２ａと流路調整部６３２ｂとを有している。閉止
部６３２ａが第３弁座６３１から離れると、流路調整部６３２ｂが第５室８１に入り込み
、第３室８０側から流れ込む冷媒の流路断面積を調整する。第３流入口７４に流れ込んだ
冷媒は、第６室８２から第３流出口７３からコンプレッサ３１に向けて流れ出る。このよ
うに、第３流入口７４に流れ込んだ冷媒が第３流出口７３からコンプレッサ３１に向けて
流れ出る場合は、第３流入口７４に流れ込む冷媒が低圧冷媒の場合である。
【００５３】
　弁本体７の側面は、各流入口及び各流出口にあわせて段差が形成されている。第１流入
口７１は、第１面７ａに形成されている。第１面７ａからロッド６６側に後退した第２面
７ｂが形成されている。第２面７ｂには、第１流出口７６が形成されている。第２面７ｂ
からロッド６６側に後退した第３面７ｃが形成されている。第３面７ｃには、第２流入口
７５及び第２流出口７２が形成されている。第３面７ｃからロッド６６側に後退した第４
面７ｄが形成されている。第４面７ｄからロッド６６側に後退した第５面７ｅが形成され
ている。第５面７ｅには、第３流出口７３が形成されている。
【００５４】
　弁本体７の外側には、シール部材７０６，７０７，７０８，７０９，７１０が設けられ
ている。シール部材７０６は、第１面７ａに設けられた凹部の中に配置されている。シー
ル部材７０７は、第２面７ｂに設けられた凹部の中に配置されている。シール部材７０８
は、第３面７ｃに設けられた凹部の中に配置されている。シール部材７０９は、第４面７
ｄに設けられた凹部の中に配置されている。シール部材７１０は、第５面７ｅに設けられ
た凹部の中に配置されている。
【００５５】
　弁本体７の外側には、シール部材７０６，７０７，７０８，７０９，７１０との密着面
が形成された中間部材７０が配置されている。中間部材７０には、第１内面７０１と、第
２内面７０２と、第３内面７０３と、第４内面７０４と、第５内面７０５とが設けられて
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いる。弁本体７の挿入端部９０には、回り止め突起９０１が設けられている。回り止め突
起９０１が中間部材７０と嵌合することで、相互の位置関係が決められている。
【００５６】
　シール部材７０６は、第１内面７０１と第１面７ａとの双方に密接している。シール部
材７０７は、第２内面７０２と第２面７ｂとの双方に密接している。シール部材７０８は
、第３内面７０３と第３面７ｃとの双方に密接している。シール部材７０９は、第４内面
７０４と第４面７ｄとの双方に密接している。シール部材７１０は、第５内面７０５と第
５面７ｅの双方に密接している。
【００５７】
　中間部材７０にも弁本体７に設けられた流入口及び流出口にあわせて開口部が設けられ
ているところ、上記したように中間部材７０及び弁本体７の双方に段差を形成して、異な
る面にシール部材７０６，７０７，７０８，７０９，７１０を当接させることで、中間部
材７０に対する弁本体７の挿入作業性が向上する。また、中間部材７０側に設けた開口部
にシール部材７０６，７０７，７０８，７０９，７１０が接触しないので、シール部材７
０６，７０７，７０８，７０９，７１０の破損を防止できる。
【００５８】
　続いて、図５を参照しながら、図２を参照しながら説明した冷房運転時の開閉弁状態及
び流路形成状態について説明する。図５に示されるように、第１弁体６２２は第１弁座６
２１から離隔し、第１弁６２は開弁されている。第１流入口７１に流入する高圧冷媒は、
減圧されずにそのまま第１流出口７６から流出する。第２弁体６４２は、第２弁座６４１
から離れ第４弁座６４３に当接している。第２流入口７５に流入する高圧冷媒は、第２流
出口７２から流出する。第２弁体６４２はロッドに対して遊びをもって接合されているが
、高圧冷媒による背圧がかかることで第４弁座６４３に密着する。第３弁体６３２は、第
３弁座６３１に当接している。貯液器３６側からは高圧冷媒が第３流入口に流入しようと
するが、第３弁体６３２は図中ｚ軸負方向に向けてロッド６６によって押し下げられてい
るので、高圧冷媒が流入することはない。
【００５９】
　続いて、図６を参照しながら、図３を参照しながら説明した暖房運転時の開閉弁状態及
び流路形成状態について説明する。図６に示されるように、ロッド６６は、冷房運転時に
比較して図中ｚ軸正方向に引き上げられている。第１弁体６２２は第１弁座６２１に当接
し、第１弁６２は閉弁されている。第１流入口７１に流入する高圧冷媒は、固定絞り６１
を通り減圧されて、第１流出口７６から流出する。第２弁体６４２は、第４弁座６４３か
ら離れ第２弁座６４１側に近づいている。この場合、第２流路側が完全に閉塞されている
必要はなく、第２流路の流路断面積に対して第４流路の流路断面積が十分大きくなってい
ればよい。第２弁体６４２を挟んで双方ともに低圧となっているので、第２弁体６４２を
挟んだ圧力差は小さく、第２流路側が完全に閉塞されていなくても支障がない。第２流入
口７５に流入する低圧冷媒は、成り行きで第３流出口７３から流出する。第３弁体６３２
は、第３弁座６３１から離れており、第３弁６３は開弁されている。貯液器３６側から流
入する低圧冷媒は、そのまま上昇しながら第３流入口７４内に入り、第３流出口７３から
流出する。
【００６０】
　図７に示されるように、貯液器３６内に統合弁装置６を挿入配置する場合、挿入端部９
０が最も奥まで挿入される。統合弁装置６の一側方に第１熱交換器３４及び第２熱交換器
３５が配置されるので、第１熱交換器３４及び第２熱交換器３５と冷媒の授受を行う流出
口及び流入口は第１熱交換器３４及び第２熱交換器３５側に配置することが好ましい。こ
の観点から、第１熱交換器３４に冷媒を流出させる第１流出口７６は、第１熱交換器３４
側の上方に配置されている。第２熱交換器３５から冷媒が流れ込む第２流入口７５は、第
２熱交換器３５側であって、第１流出口７６よりも下方に配置されている。第１流入口７
１、第２流出口７２、及び第３流出口７３は、第１熱交換器３４及び第２熱交換器３５に
対向する側面とは反対側に設けられている。
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【００６１】
　図８に示されるように、第３弁座６３１Ａを挿入端部９０よりも突出させた第３弁６３
Ａを用いることができる。図７に示されるように、第１熱交換器３４から流入する冷媒が
挿入端部９０の近傍に供給されるような構造であっても、第３弁座６３１Ａを挿入端部９
０よりも突出させることで、液相冷媒の巻き込みを低減することができる。この観点から
は、図９に示されるように、第３弁座６３１Ｂを挿入端部９０よりも突出させるとともに
、開口端に向かうに従って拡径することも好ましい。
【００６２】
　上記したように本実施形態に係る統合弁装置６は、冷凍サイクルを構成する貯液器３６
の内部に配置されるものである。統合弁装置６は、貯液器３６からコンプレッサ３１に流
れる冷媒を通すコンプレッサ行き流路である第３流入口７４から第３流出口７３に至る流
路が形成されてなる弁本体７と、コンプレッサ行き流路を流れる冷媒の流量を調整する第
３弁体６３２及び第３弁座６３１を有するコンプレッサ行き弁としての第３弁６３と、を
備える。弁本体７は、統合弁装置６が貯液器３６の内部に配置される場合に、最も奥まで
挿入される挿入端部９０を有している。コンプレッサ行き流路の入口である第３流入口７
４は挿入端部９０に形成されている。
【００６３】
　第３流入口７４を挿入端部９０に形成することで、貯液器３６から流入する冷媒の圧損
を少なくすることができ、第３流出口７３に向けて円滑に冷媒を流すことができる。
【００６４】
　また本実施形態では、コンプレッサ行き弁としての第３弁６３は、第３弁体６３２がコ
ンプレッサ行き流路の入口である第３流入口７４に近づくことで閉弁し、第３弁体６３２
がコンプレッサ行き流路の入口である第３流入口７４から遠ざかることで開弁するように
構成されている。このように、第３弁体６３２をｚ軸正方向に引き上げることで開弁する
ように構成しているので、冷媒から第３弁体６３２が受ける力を阻害せずに開弁すること
ができる。
【００６５】
　上記したように本実施形態では、弁本体７には、貯液器３６よりも上流側に配置された
第１熱交換器３４にコンプレッサから流れる冷媒を通す第１流路と、貯液器３６よりも下
流側に配置された第２熱交換器３５から膨張弁３７に流れる冷媒を通す第２流路と、コン
プレッサ行き流路としての第３流路と、が形成されている。第１流路は、第１流入口７１
から第１流出口７６に至る流路である。第２流路は、第２流入口７５から第２流出口７２
に至る流路である。第３流路は、第３流入口７４から第３流出口７３に至る流路である。
【００６６】
　弁本体７には、第１流路を流れる冷媒の流量を調整する第１弁体６２２及び第１弁座６
２１を有する第１弁６２と、第２流路を流れる冷媒の流量を調整する第２弁体６４２及び
第２弁座６４１を有する第２弁６４と、第３流路を流れる冷媒の流量を調整する第３弁体
６３２及び第３弁座６３１を有しコンプレッサ行き弁として機能する第３弁６３と、が設
けられている。
【００６７】
　また本実施形態では、弁本体７には、第２熱交換器３５からコンプレッサ３１に流れる
冷媒を通す第４流路が形成されており、第４流路を流れる冷媒の流量は、第２弁６４によ
って調整される。第４流路は、第２流入口７５から第３流出口７３に至る流路である。
【００６８】
　また本実施形態では、第２弁６４は、第２弁体６４２を挟んで第２弁座６４１とは反対
側に設けられてなる第４弁座６４３を有している。第２弁体６４２が第４弁座６４３に当
接すると、第２熱交換器３５から流入する冷媒が膨張弁３７に向けて流れる。この場合、
第２流路側が高圧となるので、第２弁体６４２が第４弁座６４３に押し付けられて、確実
に閉弁する。一方、第２弁体６４２が第２弁座６４１に当接すると第２熱交換器３５から
流入する冷媒がコンプレッサ３１に向けて流れる。この場合、第２流路側が完全に閉塞さ
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れている必要はなく、第２流路の流路断面積に対して第４流路の流路断面積が十分大きく
なっていればよい。第２弁体６４２を挟んだ圧力差が小さいので、第２流路側へのリーク
は無視できる程度となる。
【００６９】
　また本実施形態では、第１弁体６２２、第２弁体６４２、及び第３弁体６３２は、弁本
体７内に挿入されるロッド６６によって駆動されるものである。ロッド６６を進退自在に
駆動するアクチュエータ６５は、挿入端部９０とは反対側の露出端部９１において弁本体
７に隣接するように設けられている。
【００７０】
　また本実施形態では、第３弁体６３２を第３弁座６３１から離隔する方向に付勢する付
勢部材としてのコイルスプリング６３３が設けられており、第３弁体６３２は、コイルス
プリング６３３の付勢力に対抗してロッド６６によって第３弁座６３１側に押されること
で第３弁座６３１と当接するように構成されている。
【００７１】
　また本実施形態では、ロッド６６は、第３弁体６３２を第３弁座６３１側に押すように
駆動されると、第２弁体６４２を第４弁座６４３側に移動させ、この移動によって、第２
熱交換器３５から膨張弁３７に向かって冷媒が流れ、第２弁体６４２を第４弁座６４３に
向かわせる差圧が発生する。差圧によって、第２弁体６４２を第４弁座６４３に密接させ
ることができるので、第２弁体６４２を第４弁座６４３に押し付ける機構を設ける必要が
なく、構造が簡単なものとなる。
【００７２】
　また本実施形態では、ロッド６６は、第１弁体６２２を第１弁座６２１側に移動させる
ように駆動されると、第２弁体６４２を第２弁座６４１側に移動させ、この移動によって
、第２流路よりも第４流路の断面積が十分広くなる。
【００７３】
　また本実施形態では、第２弁体６４２が第２弁座６４１側に移動した場合に、第２弁体
６４２が第４弁座６４３に当接した場合よりも、第２弁体６４２を挟んだ圧力差が小さい
。
【００７４】
　また本実施形態では、弁本体７の外周には、挿入端部９０側から挿入端部９０とは反対
側の露出端部９１に向けて、貯液器内側との気密性を確保するためのシール部材７０６，
７０７，７０８，７０９，７１０が複数配置されている。複数のシール部材７０６，７０
７，７０８，７０９，７１０は、少なくとも、第１流路の第１流入口７１及び第１流出口
７６を挟んで一対、第２流路の第２流入口７５及び第２流出口７２を挟んで一対、それぞ
れ設けられている。
【００７５】
　また本実施形態では、弁本体の外周には、挿入端部９０から露出端部９１に向けて互い
に段差のある複数の段差面である、第１面７ａ、第２面７ｂ、第３面７ｃ、第４面７ｄ、
第５面７ｅが設けられており、複数のシール部材７０６，７０７，７０８，７０９，７１
０は互いに異なる面に配置されている。
【００７６】
　以上、具体例を参照しつつ本発明の実施の形態について説明した。しかし、本発明はこ
れらの具体例に限定されるものではない。これら具体例に、当業者が適宜設計変更を加え
たものも、本発明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。前述した各具体
例が備える各要素およびその配置、条件、形状などは、例示したものに限定されるわけで
はなく適宜変更することができる。前述した各具体例が備える各要素は、技術的な矛盾が
生じない限り、適宜組み合わせを変えることができる。
【符号の説明】
【００７７】
６：統合弁装置
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３１：コンプレッサ
３６：貯液器
７：弁本体
７４：第３流入口
６３：第３弁
６３１：第３弁座
６３２：第３弁体
９０：挿入端部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】
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